
一般社団法人日本臨床神経生理学会より経頭蓋磁気刺激法・直流刺激法の臨床

応用に関する注意喚起について 

 

 

 このたび、一般社団法人 日本臨床神経生理学会から、経頭蓋磁気刺激法・直流刺激

法の臨床応用に関する“注意喚起”が、公益社団法人日本リハビリテーション医学会宛

にありました。  

 周知のごとく、日本臨床神経生理学会は 2011年に“磁気刺激法の安全性に関するガ

イドライン”を発表し、それに基づいた磁気刺激法の使用を推奨しております。 

ガイドラインで示された内容も医学研究の進歩とともに見直されていくものでもあ

りますが、新たな研究に際しましては、これまでのガイドラインを参考にされながら所

属施設の倫理規定に則り安全に実施されることをお願いいたします。 

以上、会員各位におかれましては、今一度周知徹底のほどお願い申し上げます。 
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時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素から臨床神経生理学会の活動

にはご理解をいただき感謝申し上げます。 

 

さて最近経頭蓋磁気刺激法・直流刺激法の治療器としての応用が広がってきておりま

す。これらの刺激方法については、20年前から我々の学会では研究会、委員会を設け

ており、慎重に研究を進めて参りました。一般に応用が広がった状況を踏まえ、今一度

臨床応用についての注意を喚起させていただきたいと思います。 

 

一般的な重要なポイントは以下の 4点になります。 

 

① 反復磁気刺激は医師が行うこと。 



② 刺激回数等の基準については、すでに出されている基準に従うこと（下記文献参照）。 

③ 不測の事態に対処できる状況で行うこと（モニター・救急カートを準備し、すぐに

救急処置ができる体制を整えるなど） 

④ 刺激は施設での倫理委員会は必ず通してから行うこと、 

など安全の基準をぜひご確認ください。 

 

なお安全性の基準の詳細につきましては、下記の文献をご参照ください。 

1）Safety, ethical considerations, and application guidelines for the use of 

transcranial magnetic stimulation in clinical practice and research (Rossi et al., 

Clin Neurophysiol 120: 2008-2039, 2009) 

2）磁気刺激法の安全性に関するガイドライン  臨床神経生理学 39: 34-45, 2011 

3）経頭蓋直流電気刺激（transcranial direct current stimulation、tDCS）の安全性に

ついて 臨床神経生理学会 39:59-60, 2011 

 

ご理解の上、なにとぞ上記の基準を守って刺激をおこなっていただきますようお願い

申し上げます。末尾となりましたが、貴学会のますますのご発展を祈念いたしておりま

す。 
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